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研究テーマ ダイズの根粒着生に関わる遺伝解析 

ダイズの根には根粒菌が共生しているが、ダイズと根粒菌の共生関係については理解

が十分でないところが多い。ダイズ品種と着生する根粒菌との関係を明らかにし、よ

り良い共生関係を構築することが、ダイズの安定多収に寄与する一因と考えられる。

ダイズの根から滲出するフラボノイド化合物は根粒菌へのシグナル分子として働き、

根粒菌の着生関連遺伝子を活性化することにより、ダイズ根に根粒が着生する。本研

究は、根粒着生の一助となるフラボノイドの根滲出量の遺伝的メカニズムの解明を目

的として、多様なダイズ品種を供試して、ダイズ特有のフラボノイドであるイソフラ

ボンの根滲出量に関連する染色体領域の探索を試みた。 

農研機構ジーンバンクが提供する「世界のダイズコアコレクション」78 系統を供試し

て窒素欠の水耕液にて 1 週間栽培したのち、水耕液からフラボノイド類を固相カラム

で抽出・精製した。高速液体クロマトグラフィーでフラボノイド類の計量を行った。 

イソフラボンのうち、ダイゼインが最も多く滲出していて、次いでグリシテイン、な

らびにゲニステインが最も滲出量が少なかった。ダイゼイン滲出量に関してゲノム関

連アソシエーション解析を行ったところ、第２，第 7 および第 14 染色体上に形質関連

マーカーが検出されたが、グリシテインならびにゲニステイン滲出量に関する形質関

連マーカーを検出することはできなかった。 

今後、ダイゼイン滲出量に関する３つの形質関連マーカーについてさらに詳細に解析

を行うため、多様な変異が検出できるように他系統との交配を計画している。また、

遺伝子発現解析からのアプローチも行い、ダイズにおける根粒菌との共生に関する知

見を増やしていく。 

 


